
の台本）の形式とは違うものなんですけど、これどうしたらい
いんだよー、って始めは正直思いました（笑）。でも、せっか
くなので、「脚本とは」「戯曲とは」こういうものだっていう既
成の概念にあてはめずに、このテキストを僕なりに解釈し
て作品化していきたいと考えています。今、いしいさんと相
談しながらテキストを詰めていっている部分もあるので、こ
こからどうなっていくのか楽しみです。

―どういう「かぐら」を目指しますか？
杉原　客席に座った時点で、観客はこの「かぐら」に参加する
ことになるんじゃないですか。観客あっての舞台芸術だから、
客席の一人ひとりも『やわらかなかぐら』という作品の参加者に
なる。この作品は奉納するものだし、物語自体にもある種の願
いがあると思うんです。いしいさんの脚本を読み解き、僕が舞
台上に紡ぎ出した願いに対して、「私もそれを願いたい」とお
客さんが思ったら、それこそ最上級の参加なんだろうなと思う。
小林　演劇でいう共感性ね。
杉原　そうです。
小林　それが得られれば一番いいよね。
杉原　この作品に関しては、いわゆる演劇のフォーマット
におさまりきらないような、「なんだかありがたい」とか「ご
利益がありそう」って思えるような、大きな祝祭空間が出来
上がっていったら目標達成になるんじゃないかな。
小林　いしいさんともそんな話をしてたよね。観客もある事
に立ち会ってしまうというか、事件を共有するというか、そ
ういうことね。
杉原　僕の勝手な考えですけど、多分不幸になりたくて生
まれてくる人っていないと思うんです。どの人も根底には幸
せへの願いや祈りがあると思っていて、そういうものと、こ
の作品を観たときに感じられる願いみたいなものが繋がっ
ていけばいいなと思うんです。それと、なんかこの作品って
群像劇ですよね。いわゆる主役がいて、観客の感情を演出
家のプランニングに沿って操作することで感動へ導くという
のではなくて、いろんな人がいていろんな感じ方があって、
それ全体でひとつの世界とか社会だって言える状態。それ
が今回はやりたいなと思っています。
小林　かなり相対的なことだけどね。

五感で感じる和の文化事業

京都芸術センターでは、11月にロームシアター京都にて、
新作公演「五感で感じる和の文化事業 創生劇場『やわらかなかぐら』」を上演します。

創生劇場『やわらかなかぐら』
日程： 11月26日（土）受付15:00 開場15:30 開演16:00
会場： ロームシアター京都 サウスホール（左京区）
演出・美術：杉原邦生（KUNIO）
脚本： いしいしんじ（小説家）
脚色： 小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）
出演： 茂山良暢、山口耕道、森田真和、田中真之
 大駱駝艦（我妻恵美子、高桑晶子、鉾久奈緒美、
 藤本梓、梁鐘譽、伊藤おらん、齋門由奈）
 岩下徹 ほか
箏曲： 横山佳世子、伊藤美奈子、原妙、芦田拓也
能管： 左鴻泰弘
※イベント情報（P2）もご覧ください
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ロームシアター京都のオープニング事業として奉納されるこの「かぐら」が、
新しい劇場の誕生を祝い、京都の文化芸術の更なる振興を願う、幸せに溢
れた空間になればと楽しみにしています。

堀越芽生子（アートコーディネーター）

10月中旬から始まる稽古を前に、演出の杉原邦生さん
と、神楽の解釈や構成を担当した脚色の小林昌廣

さんにお話を伺いました。

―神楽とはどういうものですか。
小林　神楽というのは、本来「日本の神道の神事において
神に奉納するために奏される歌舞」であり、神聖な神事で
す。神楽が成立する前は、人間と神様の関係があいまい
で、人と人ならざるものが普通に交流していたんでしょう
ね。それが儀式という特別な場を設けないと神様と話がで
きなくなり、神楽という行為が生まれた。多分日本だけのも
のではなく世界中で、神に対する信仰があれば起こり得る
けど、生活の延長に神様との出会いがある、というのは、
日本独特の習慣だと思うんですね。
杉原　生活の延長にあるってどういうことですか。
小林　たとえば、雨が降りすぎたら止むように祈るし、降ら
ないと降るように願う。人間は、非常にわがままなわけ。な
にかいいことがあればお礼を言うし、嫌なことがあれば、
神様にお願いして良くしてもらうとか。だから宗教的なきび
しい戒律を守るということとはまったくべつのことだったん
じゃないかな。ただ、現代において、「神楽」は文字通り、

儀式化・様式化してしまったから、何かのお祭りの一環だっ
たり、残さなきゃいけない文化遺産に変容したんだよね。
杉原　神楽が成立し始めた頃の、神楽が生活の中に溶け
込んでいる状態ってどんな感じだったんですかね。誕生日
や盆正月のように、毎年めぐってくるようなものですか。
小林　カレンダーが明確にない頃に、そろそろ米の収穫の時
期だなとか、季節や天候やあるいは人間の成長の節目とか、
うまく合ったところに神楽という「場」が生まれたんだと思うよ。
でも、今回はそれを蘇らせようというのはちょっと違うんだよね。
杉原　そうですね。今の「神楽」は生活の延長というよりは、
いわゆるイベント化しちゃってるってことなんだと思うんです
けど、今回の「かぐら」はたった1回のスペシャルな舞台公演
だし、そういう意味でイベント性もかなり強い。そのあたりの
バランスっていうか、どういうふうにお客さんにキャッチされ
たらいいのかなっていうことを今、考えてます。つまり、もとも
とは生活と結びついていたものが儀式化・様式化していった
結果、イベントになっていった。それを現代の観客とどう繋げ
ることができるのか、逆に僕が問われているわけですよね。
小林　邦生くんの演出にもよるけれど、舞台ができたら、はい終
わりっていうのではなくて、出来上がるまでとか、舞台が進行され
ている間とかも、演劇的な身振りがあるだろうし、それらを含めて
全体が様式的な空間になるだろうことは非常に期待してますよ。
杉原　なんとなくですけど、今回は、神を降ろしたり鎮めたり
という、ある種儀式的な行為で完結することではないと思って
いるんですよ。もちろん作品としての終わりはある訳ですけど、
その先の生活に続いていくような、劇場空間の中で起きている
ことだけで終わりにならないようにしたいと思っています。
小林　「神楽」って、たいてい降ろす神は唯一なんですよ。
でも、こういう作品だと、対立する神とか有象無象の神と
か、なんか神が人間っぽくなる。混沌というほどじゃないで
すが、その方が面白いんじゃないかな。

―普段のKUNIOの演劇作品と比べ、どのような違いを感
じていますか。 
杉原　まずは、キャスティングに注目です。KUNIOの作品
に出てもらったことのある俳優に加え、狂言師に舞踏家、
筝曲、能管、そして先日公募オーディションで選出された
21名。なかなかない組み合わせなので、一体どうなるんだ
ろうと僕自身も思っています。古典芸能や舞踏の身体と様
式が持つある種の「かたさ」と、公募キャストのみなさんが
持ち込んでくる日常の延長としての「やわらかさ」、それら
が共存するメリハリを効かせた作品にしたいですね。
小林　古典のそれぞれの様式をどのように組み合わせる
かも、すごく難しいところだよね。それがうまく攪乱されると
出し物としてすごくいいのが出来上がるんだけど、そうじゃ
ないと足し算で終わっちゃうから。だからその混ぜ合わせ
方も難しくて、どう構成していくかだよね。
杉原　まずは舞台上の俳優なりパフォーマーなりがおもし
ろくないとなにも始まらないと思うんです。だから、キャス
ティングは本当に大切だと思うし、今回はそういう意味では
おもしろい組み合わせになったと思ってます。
小林　古典芸能の人たちって型だけでもいけるところがあ
るけど、余計なことをやってしまうと邪道だとか、型破りだ
とか言われちゃうじゃない。守るってことも大事なんだけど、
逆にほかの領域や場所に入っていき、少しだけ変質させる
ことによって、自身の自由度が上がるっていうのは演者とし
ても重要なんだよね。だとしても、大駱駝艦は何をやっても
びくともしないだろうけど（笑）。
杉原　（笑）。あとは、脚本がいしいさんでしょ。いしいさん
と舞台創作をご一緒するなんて、お話をいただくまで夢に
も思わなかった。そういう意味でも、僕も見たことのないも
のが見れるんじゃないかなっていう期待があります。いしい
さんからいただいた脚本っていうのが、いわゆる戯曲（芝居

京都市では2007年より、伝統文化を発信し将来に継承する拠点施
設「国立京都伝統芸能文化センター（仮称）」の実現を目指し、そのソ
フト事業として「五感で感じる和の文化事業」を行っています。「創
生劇場」は、このモデル事業として先行的に実施している公演プロ
ジェクトです。既存の分野や流派を越えて、若手の伝統芸能実演
家とともに、長い歴史に培われた伝統の中に新しい魅力を生み出
すべく、独創的かつ意欲的な舞台を創造・展開しています。今回は、
神楽をモチーフに、新進気鋭の演出家である杉原邦生と、小説家
のいしいしんじがタッグを組み、脚色に小林昌廣を迎え、現代にお
ける「かぐら」を創作します。

杉原邦生 （すぎはら くにお）

演出家、舞台美術家。KUNIO主宰、木ノ下歌舞伎企画員。近作に
KUNIO11『ハムレット』、KUNIO12『TATAMI』(脚本：柴幸男)、木ノ下
歌舞伎『黒塚』、『三人吉三』（第23回読売演劇大賞上半期作品賞ベスト5に選

出）、歌舞伎座八月納涼歌舞伎『東海道中膝栗毛』(構成)などがある。11
月3日～6日までKYOTO EXPERIMENT 2016 AUTUMN公式プログラ
ム 木ノ下歌舞伎『勧進帳』を上演。www.kunio.me

いしいしんじ
小説家。1996年、短篇集『とーきょーいしいあるき』刊行。2000年、初
の長篇『ぶらんこ乗り』刊行。2003年『麦ふみクーツェ』で坪田譲治文学
賞受賞。2006年『ポーの話』、2007年『みずうみ』などが、それぞれ三
島賞候補に。2016年『悪声』第4回河合隼雄物語章受章。『トリツカレ男』

『ある一日』、エッセイに『いしいしんじのごはん日記』など。

PROFILE

小林昌廣 （こばやし まさひろ）

情報科学芸術大学院大学教授。大阪大学大学院医学研究科博士課程
単位取得。医療・哲学・芸術の3点から見た身体論を構築。専門は医療
人類学、身体表現研究、表象文化論、古典芸能批評。歌舞伎は3歳の
頃から見続けている。古今亭志ん朝と同じ町内会であったのが自慢。
主著に『病い論の現在形』『臨床する芸術学』など多数。

小林昌廣

杉原邦生

創生劇場 『やわらかなかぐら』
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込ください。
チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術センターチケット
窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

KYOTO EXPERIMENT 2016 AUTUMN
小泉明郎『CONFESSIONS』
独自の語りの様式を用い、演劇的とも評される
小泉明郎の注目作を展示。
会期：	10月28日（金）－11月27日（日）

	 10:00－20:00
		  ※入場無料・会期中無休
会場：	ギャラリー北・南

［関連企画］
告白ワークショップ
自分自身と向き合うためのオリエンテーションの
後、小泉明郎の演出のもと参加者に「告白」をし
てもらい、その様子を撮影します。撮影した映像
は、今後の作品に使用される可能性があります。
日時：	11月6日（日）10:00－18:00
会場：	ミーティングルーム2
申込：	KYOTO EXPERIMENT公式ウェブサイト

［www.kyoto-ex.jp］
※参加無料、要事前申込

『肉とヴェール 清田泰寛・神馬啓佑二人展』
画家の内側にある、ねっとりとした生 し々い感
覚。その感覚をもとに絵を立ちあげる、ふたり
の若手作家の絵画作品を展覧します。
会期：	12月3日（土）－25日（日）

	 10:00－20:00
		  ※入場無料・会期中無休
会場：	ギャラリー北・南
主催：「肉とヴェール」展実行委員会 

伝統

ロームシアター京都オープニング事業
五感で感じる和の文化事業
創生劇場『やわらかなかぐら』
古代、現代、未来の入り混じった場所の子ども
たちの物語。「神楽」をモチーフに現代、古典さ
まざまな分野の出演者と「かぐら」をつくります。
日時：	11月26日（土）

	 受付15:00 開場15:30 開演16:00
会場：	ロームシアター京都 サウスホール（左京区）

演出・美術：	杉原邦生（KUNIO）

脚本：	いしいしんじ
脚色：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）

出演：	茂山良暢、山口耕道、森田真和、田中真之、
大駱駝艦（我妻恵美子、高桑晶子、鉾久奈緒美、

藤本梓、梁鐘譽、伊藤おらん、齋門由奈）、岩下
徹 ほか

箏曲：横山佳世子 ほか
能管：左鴻泰弘
料金：	一般前売2,500円、U25前売2,000円、
	 高校生以下前売500円（各当日券は500円増）
※Topic01（P1）もご覧ください

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第41回「雅楽を知る」
月イチ☆古典芸能シリーズは、月に一度は古典
芸能に触れ楽しもうという企画。11月は雅楽に
注目します。
日時：	11月15日（火）
	 19:00－20:30（受付開始18:30）

会場：	大広間
講師：	藤村正則（京都千年楽舎 代表）

定員：	70名（先着順／要事前申込）

KAC Performing Arts Program 2016 / 
Traditional Performance
継ぐこと・伝えること57「浪曲×ブルース」
浪曲師・京山幸枝若と、ブルースバンド「憂歌団」
のリードボーカル木村充揮ほかを迎え、実演と
トークを通して浪曲とブルースの魅力に迫ります。
日時：	12月3日（土）

	 受付14:00 開場14:30 開演15:00
会場：	講堂
出演：	京山幸枝若、木村充揮
司会：橋本裕之（追手門学院大学教授）

料金：	前売1,800円／当日2,000円
	 高校生以下500円（要証明書提示）
※Topic04（P4）もご覧ください

明倫茶会

「遠音にさそわれ竹づくし」
日時：	12月11日（日）13:30／15:30
会場：	大広間
席主：	岡田道明（琴古流尺八奏者）

内容：	抹茶とお菓子
定員：	各席40名（先着順／要事前申込）

料金：	1,000円
※Topic02（P4）もご覧ください

トークイベント

明倫アワー#3 特別編
「東アジア文化都市～奈良から京都へ～」
旬なトピックでカジュアルに語り合うトーク企画
の第3弾。今回は特別編です。
日時：	11月3日（木・祝）13:00－14:30
会場：	フリースペース
ゲスト：北川フラム（アートディレクター、東アジア文

化都市2016奈良市アドバイザー）、平田オリ
ザ（劇作家、演出家、東アジア文化都市2016奈

良市舞台芸術部門ディレクター）

ホスト：建畠晢（京都芸術センター館長、詩人）

ナビゲーター：橋本裕介（ロームシアター京都／

KYOTO EXPERIMENTプログラム・ディレクター）

料金：	1,000円（ドリンク付）

定員：	100名（先着順／要事前申込）

公益財団法人京都市芸術文化協会
創立35周年記念事業

「京
みやこ

の文化絵巻Ⅱ～The Talk～」
京の芸術文化の魅力と展望について語り合う
トークイベント第2弾。
日時：	11月13日（日）14:00
会場：	ミーティングルーム2
料金：	無料
出演：	建畠晢（京都芸術センター館長、詩人）

	 辻喜代治（フリーランスキュレーター）

定員：	50名（先着順／要事前申込）

K YOTO EXPERIMENT

フェデリコ・レオン『Las Ideas（アイディア）』
演出家のフェデリコ・レオンとミュージシャンが、
新作の構想を巡って対話する。身体、映像、イ
ンターネットなど様々なメディアの間を、アイ
ディアが小気味よく飛び交います。
日時：	10月28日（金）20:00
	 29日（土）14:00☆ 
	 30日（日）20:00
		  ☆ポストパフォーマンストークあり
会場：	講堂
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 U25・シニア前売2,500円／当日3,000円
	 高校生1,000円（前売・当日共）

	 ペア5,500円（前売のみ）

出演：	フェデリコ・レオン、フリアン・テショ
※18歳未満入場不可
※スペイン語（日本語字幕あり）

松根充和 『踊れ、入国したければ！』
ウィーンを拠点に、自分の身体を使って社会や
制度を撃つパフォーマンスを発表している松根
充和による、国籍や民族の境界線を問い直す
作品。
日時：	11月3日（木・祝）16:30
	 4日（金）19:30☆ 
	 5日（土）14:00
	 6日（日）19:30
		  ☆ポストパフォーマンストークあり
会場：	講堂
料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 U25・シニア前売2,000円／当日2,500円
	 高校生以下1,000円（前売・当日共）

	 ペア4,500円（前売のみ）

出演：	松根充和 

［展覧会］
『世界の向こう側へ』
※上演前後1時間の間に観覧可能（要公演チケット） 
会場：	講堂
参加作家：榎忠、ムラット・ゴック、アルド・ジア 

ノッティ、マレーネ・ハウスエッガー、レ
オポルド・ケスラー、ミヤギフトシ、パトリ
シア・リード、ジュン・ヤン

篠田千明 『ZOO』
独自のスタイルを貫く演出家篠田千明がチリ発
の先鋭戯曲から紡ぎだす新たな演劇空間。
日時：	11月11日（金）20:00 
	 12日（土）19:30☆ 
	 13日（日）13:30／19:30 
		  ☆公演後イベントを予定
会場：	講堂
料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
	 U25・シニア前売2,000円／当日2,500円 
	 高校生以下1,000円（前売・当日共）

	 ペア4,500円（前売のみ）

出演：福原冠（範宙遊泳）、増田美佳、ヤムナ・
バレンタ ほか

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）
※詳細はウェブサイトをご覧ください

正直者の会「声に出して読んでみる」
「私」と、「文章」。「私」と「聞いてくれる人」との
距離。そして「とりあえず人の話を聞いてみる」
ことなど。
日時：	11月3日（木・祝）14:00－17:00
会場：	制作室9
定員：	10名
持物：	声に出して読んでみたい本、記事

VOGA「脳と体を繋ぐ」
VOGA独自の身体表現のメソッドを実践。2拍
子・3拍子・4拍子を同時に刻む全身トレーニン
グを中心に、VOGAの表現の世界を体験。
日時：	11月17日（木）18:30－21:30
会場：	制作室10
定員：	10名
対象：	VOGAの舞台表現に興味のある方
持物：	動きやすい服装と上履き、タオル、飲み

物、筆記用具

このしたやみ「ロシア文学を読む４」
日本ではなかなか馴染みの薄いロシア文学を取
り上げ、一部を演劇の手法を使って創作します。
日時：	11月17日（木）19:00－21:00
会場：	制作室7
定員：	20名

ANTIBODIES Collective「身体・言葉・
イメージ・クリエーションワークショップ」
体と思考を繋げるワークショップ。言葉でダンス
を考察し、新しい動きを生み出します。
日時：	11月17日（木）19:00－21:30
会場：	制作室6
定員：	15名
対象：	一般からプロダンサーまで(中学生以上)

持物：	タオル、ペン
※動きやすい服装でお越しください

ソノノチ「絵本を読む、そして聴く」
「寝る前に読む絵本」と「おはようの絵本」ではど
んな声の出し方がいいのかなど、読む・聞く体
験から発見していきましょう。
日時：	11月19日（土）14:00－16:00
会場：	制作室11
定員：	10名
持物：	お気に入りの絵本１冊

ウミ下着「ウミ下着のハッピーラッキー
レディオダンス公開収録」
ダンスについて話すインターネットラジオ番組
の公開収録。番組内で振り付けしているラジオ
ダンスもご覧いただけます。
日時：	11月24日（木）16:30－17:30
会場：	制作室11
定員：	10名
持物：	タオル
※動きやすい服装でお越しください 

林俊作「公開制作“Painting Animating”」
横10メートルにおよぶ絵画の作業現場と、同時
進行で製作中のアニメーションを公開します。
日時：	11月26日（土）13:00－15:00
会場：	制作室1
定員：	20名 

下鴨車窓「fullsizeの公開稽古」
fullsizeは下鴨車窓が主催する若手を中心にし
た劇団。12月に上演する作品の稽古を公開。
日時：	11月29日（火）19:30－21:00
会場：	制作室4
定員：	10名 

発表支援事業（共催事業）

時之會 第壱回演奏会
“Le jardin du temps et d’espace”
no.1 concert
光琳没後300年・若冲生誕300年を新しい楽に
よって祈念する営み。
日時：	11月10日（木）開場18:30 開演19:00
会場：	フリースペース
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 学生前売1,000円／当日1,500円
曲目（作曲・指揮）：「暁環 annulus aurorae」

（中村典子）、「エピタフ」（前田克治）、
「CAROL」（松岡みち子）、「語られたもの、
語るもの」（松本直祐樹）、「波の呼吸」（南川

弥生）、「凍れる華」（若林千春）

演奏：	L’ensemble du Temps（ランサンブル デュ タン）

主催：	時之會
問合せ：カオスモス事務所
　TEL：077-565-0242／090-2412-9428
　E-mail：basara_chaosmos@nifty.com

アンサンブル九条山コンサート
『CROISEMENT～交叉～』
気鋭のソリスト集団による現代音楽アンサンブ
ル。ブーレーズ、武満徹、ヴィラ九条山レジデン
ト作曲家の作品を演奏します。　

日時：	11月16日（水）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 学生前売2,500円／当日3,000円
出演：若林かをり（フルート）、上田希（クラリネット）、

石上真由子（ヴァイオリン）、福富祥子（チェロ）、
太田真紀（ソプラノ）、森本ゆり（ピアノ）、
畑中明香（打楽器）、ヤニック・パジェ（指揮・

客演）

主催・問合せ：アンサンブル九条山事務局 
　TEL：090-1710-6597
　E-mail：e.kujoyama@gmail.com

ペトロフピアノ・コンサート
～音楽の森の中へ～
明倫小学校より受け継がれたペトロフ社（チェコ）

のピアノによるコンサート。
日時：	11月25日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
料金：	1,000円
出演：	植村照（ピアノ）、日野俊介（チェロ）

問合せ：明倫ペトロフの会
　E-mail：petrof@meirinnews.com

映画『躍る旅人-能楽師・津村禮次郎の肖像』
公開記念イベント「越境する身体」
本作の関西上映にあたっての記念トーク・イベント。
日時：	12月2日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	ミーティングルーム2
料金：	事前予約500円／当日700円
ゲスト：津村禮次郎、砂連尾理、関典子
ナビゲーター：上念省三、三宅流
主催・問合せ：究竟フィルム
　E-mail：info@nagaru-miyake.com

制作支援事業

トランク企画
『トランク企画の小さなimpro festa』 
即興芝居のいろいろなカタチを、トランク企画
ならではのラインナップでお届けします。
日時：	11月4日（金）19:00
	 5日（土）15:00／19:00
	 6日（日）13:00／17:00
会場：元・立誠小学校 音楽室（中京区）

料金：一般前売2,000円／当日2,300円
	 学生前売1,500円／当日1,800円
	 リピーター割（観劇済チケット提示）1,500円
問合せ：トランク企画
　TEL：090-5964-2210（木村）

　E-mail：trunkkikaku@yahoo.co.jp

絃楽合奏団B-one「第12回演奏会」 
「ゴジラ」のテーマを作曲した伊福部昭の曲など
をマンドリン合奏で演奏します。
日時：	11月5日（土）18:30
会場：	寝屋川市立地域交流センター
	 アルカスホール（大阪府寝屋川市）

料金：	無料 
問合せ：絃楽合奏団B-one　　　　
　TEL：080-1722-7121（塚本）

　E-mail：bone.concert@gmail.com

劇団しようよ『CEREMONY』（完コピver.）
12月公演のワークインプログレスとして、本家・
東京デスロックver.の完全コピーに挑む、実験
公演。
日時：	11月8日（火）19:30
会場：	KAIKA（下京区） 
料金：	無料・投げ銭制（要事前予約）  
問合せ：劇団しようよ
　TEL：075-276-5779（フリンジシアタープロジェクト内）

　E-mail：gkd_444@yahoo.co.jp 

素謡の会「世うつしの鏡」
日時：	12月14日（水）

	 開場18:30 開演19:00
会場：大広間（待合：講堂）

演目：葵上
出演：	味方玄、吉浪壽晃、味方健、田茂

井廣道
企画・ナビゲーター：田茂井廣道（能楽師シ

テ方観世流）

料金：	一般前売1,500円／当日1,800円

第244回 市民狂言会
茂山千作・千五郎、襲名おめでとう！ 公演
日時：	12月2日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	京都観世会館（左京区）

演目：	鎌腹、合柿、祐善、伯母ヶ酒
出演：	茂山七五三、あきら、千三郎、
	 千五郎（正邦改メ）ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（Pコード：453-105）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および　印の共催事業・制作支援事業

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブ
ン、サークルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp　TEL：0570-02-9999

KAC TRIAL Program vol.1 DANCE

①［批評執筆者募集］
試演作品の批評執筆者を募集します。現在
活躍する批評家からアドバイスを受け、推
敲する機会も設定します。
条件：	12月4日（日）に行う試演会で上演され

る作品を観覧し、執筆できる方。ダン
スなど舞台芸術の批評の重要性を
理解し、継続的に批評を行っていきた
いと考えている方。年齢・国籍不問。

報酬：	規定の執筆料

②［制作補助スタッフ募集］
新たな作品が生まれ、育っていく場をとも
に創っていける方を募集います。
条件：	ダンスなどの舞台芸術の制作に継

続的に携わっていきたいと考える方。
12月4日（日）に行う試演会または準
備期間に活動できる方。年齢、国
籍不問。

業務：	広報、アシスタント・コーディネー
ト、アーティストのサポート、当日
会場運営補助など。

報酬：	勤務日数に応じて、規定の謝金

締切：	11月10日（金）20:00必着（①、②共）
※詳細はウェブサイトをご覧ください

第3回「藝文京展2017」
書からカリグラフィー、タイポグラフィーま
で、文字を扱う芸術全般を対象とします。
造形美とオリジナリティの観点から分野横
断的に審査します。
募集分野：文字（書からカリグラフィー、タイポ

グラフィーまで）

テーマ：白と黒の調和
締切：	11月28日（月）20:00〔必着〕

審査員：味岡伸太郎（美術家、タイポグラ

ファー）、奥村昭夫（デザイナー）、白井
進（書家、 毎日書道展審査会員、京都書

道連盟理事長）、鈴木佳子（デザイナー、

京都市立芸術大学名誉教授）、吉井公
林（書家）

応募資格：性別、年齢、国籍、所属、経歴
不問。個人のみ（グループでの応募は

不可）

登録料：5,000円

 ［入選作品展］
会期：	2017年1月15日（日）－2月11日（土・祝）

	 10:00－20:00
会場：	フリースペース
※詳細はウェブサイトをご覧ください

詳細は京都芸術センターで配布中の募集要項および応募用紙をご確認ください。ウェ
ブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、必要書類とともに同センターまで送付また
は持参（持参の場合は締切日の20時まで）。
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KYOTO EXPERIMENT 2016 AUTUMN 小泉明郎『CONFESSIONS』
［関連企画］告白ワークショップ

明倫アワー#3 特別編 「東アジア文化都市～奈良から京都へ～」

公益財団法人京都市芸術文化協会 創立35周年記念事業
「京の文化絵巻Ⅱ～The Talk～」

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ 第41回「雅楽を知る」

［明倫WS］正直者の会「声に出して読んでみる」

［明倫WS］VOGA「脳と体を繋ぐ」

［明倫WS］林俊作
「公開制作“Painting Animating”」

［明倫WS］下鴨車窓「fullsizeの公開稽古」

［明倫WS］このしたやみ「ロシア文学を読む４」

［明倫WS］ANTIBODIES Collective
「身体・言葉・イメージ・クリエーションワークショップ」

［明倫WS］ウミ下着「ウミ下着のハッピーラッキー
レディオダンス公開収録」

［明倫WS］ソノノチ「絵本を読む、そして聴く」

［共催］時之會 第壱回演奏会 “Le jardin du temps et d’espace” no.1 concert ［共催］ペトロフピアノ・コンサート ～音楽の森の中へ～

［共催］アンサンブル九条山コンサート 『CROISEMENT～交叉～』

五感で感じる和の文化事業
創生劇場『やわらかなかぐら』

（於：ロームシアター京都）KYOTO EXPERIMENT 2016 AUTUMN  松根充和 『踊れ、入国したければ！』 KYOTO EXPERIMENT 2016 AUTUMN
篠田千明 『ZOO』
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私たちの小学校時分には（中略）生人形、地獄極

楽、化物屋敷、鏡ぬけ、ろくろ首の種あかし、奇

術、軽業、女相撲、江州音頭、海女の手踊り、に

わかといった類のものが頗る多かった（中略）私

は、随分いろいろの見世物が好きで、しばしばそ

の看板を眺めに行ったものである（１）

大阪出身の洋画家・小出楢重（1887-1931）の回想であ

る。1900年前後のことをのちに語ったものだ。本展は、

上記の楢重の回想に列挙されているような「見世物」とは

どのようなものであったかを豊かな資料で教えてくれる。

たとえば「女相撲」である。1880年頃に山形の興行師

によってはじめられた女相撲の興行は、大いに人気を博

して1963年まで続いたという。女軽業や海女の実演と

いった女性演者による見世物には多分にエロティックな

要素があったと楢重は言うが、本展のキャプションによる

と女相撲の力士は憧れの対象でもあったらしい。昭和初

期の「若緑」という力士は、女学生時代に女相撲に憧れて

家出し（！）、やがて花形大関になったと写真が出ていた（い

い笑顔だ）。こういう生き方をした女性もいたのかと面白い。

見世物小屋の雰囲気が会場の一区画を使って再現

されている。大正末期から1990年代後半まで興業を続

けた安田興業社の資料をもとにするもので、そこに入

ると江戸川乱歩（1894-1965）の小説世界（たとえば「踊る一

寸法師」）に迷い込んだような気がする。その区画では映

像記録も見られるように工夫されており、その映像がす

ごい。安田里美（男性）という「人間ポンプ」を名乗った

最近うまく歩けない。少しの体さばきが不器用で、誰

かとすれ違う時もいつもぎりぎりになってしまう。ただ単

に立つ時もそうだ。うまく体重を分散させて、楽にすらっ

と立つということが出来ない。こなれた立ち方をしてい

る人を見ると羨ましく思ってしまう。肉の緊張・弛緩を受

け持つための脳が、たとえば「外部化」されていればきっ

とものすごく楽だろう。だがそんなことは出来ないし、そ

う出来ないところにもどかしい価値がある。岩渕が見せ

た身体との悩ましい対話にそれを見いだす事が出来た。

最初、踊りというよりは身体を実際に動かすテストが

しばらく続く。足を確かめては動作と反応を確かめ、肩

や腕を触ってはゆっくりと動かす。それらは最初従順で

あるが、段 と々、岩淵本人とは独立していくかのような

印象があった。どのパーツにも個性や立場のようなも

のがあるように思えたのは、岩淵の「恐る恐る確かめる

様」が、まるで他人に対するかのように遠慮がちだった

からかもしれない。さらに気付いたが、ヒトの足や腕は

それぞれ楽な力加減を持っている。理想の軌道を描く

ことが彼らにとっての唯一の価値だ。だがそれは全身

の名の下に統一され、個々の財産は犠牲にされてしま

う。中盤の一瞬、長大なノイズが劇場を支配する。胎

内に戻った肉体と各部位はモゾモゾと過去への回帰を

夢見る。それは無理だから、せめて踊るのか。確かに、

腕や足が勝手に力を行使し、踊り出すのを止められな

い時がある。離脱時の烈しい罰も、その後の訓戒も恐

日本モダニズム建築の旗手と言われた前川國男氏

によって建てられた京都会館（1960年）が、2016年1月に

ロームシアター京都として新たに生まれ変わった。府外

に住む評者も、学生の頃から幾度となく足を運んだ会場

なだけに、昔を懐かしみつつ新しい劇場空間に胸を弾ま

せて現地へと向かった。観賞した「京の文化絵巻Ⅰ～花鳥

拍子が現れ、メロディが錯綜する尾高の曲は、どれほど

雲をつかむようなものだったかと想像する。にもかかわ

らず、それがかえって音楽と舞の「つかずはなれず」の

不思議な距離感を創出したようで、木の葉が風に漂い、

また行平に対する海女の娘の想いが宙に彷徨っている

ように映ったことは、評者の予想をはるかに超える出来

栄えであったし、邦舞の順応性の高さに感心した。

後半は、モダンダンス・邦楽・能楽の「生きとし生ける

もの皆麗し」。今までにもこうした試みはなかったわけで

はないが、単に日本音楽でモダンダンスを踊る、という

だけではない、新たな可能性が感じられた。例えば、能

楽囃子と邦楽囃子とで担当した全5章構成のうち、「1.あ

しらい」「2.晒」「3.滝流し」「4.早笛」はお互いの様式で演

奏しながらも、最後の「5.神舞」では、両ジャンルが伝え

てきた曲「神舞」が部分的に改変され、融合されること

で、能の音楽が示す力強さに、軽やかで彩りある長唄

の音楽がほどよく調和しており、この曲が持つ「颯爽とし

た」イメージがより豊かに表現されていた。このようなア

イデアは面白いし、なにより、こうした音楽に支えられて

こそ、モダンダンスの表現力も増すといえるだろう。

風月～」は、今年、創立35周年を迎えた公益財団法人京

都市芸術文化協会による開催で、京都に伝わる様々な

ジャンルの実力者たちが一堂に会してパフォーマンスを

披露する、それも一夜限りの贅沢なプログラムであった。

早くにチケットは完売、開場1時間前から列をなして入場

を待つ人々の様子も目に飛び込み、話題性の高い公演

であることが伺えた。

総勢100名による筝・三味線・尺八の大合奏「石
しゃっきょう

橋」で

華やかに幕を開けたあとは、能管の調べにそって歌や舞

を見せる今様と生け花の実演、洋楽の演奏で踊る邦舞

と、異ジャンルの共演は新鮮味あふれるものであった。

かと思えば、続く能の舞囃子、モダンダンス、狂言の小

舞は、スタンダードな姿勢を貫き、ジャンルの個性がより

際立つ展開となっていた。

驚いたのは、邦舞が尾高尚忠作曲のフルート協奏曲
（当日はピアノ伴奏版）にあわせて見事な踊りや振りを盛り

込めていた点だ。パンフレットには「風に舞う木の葉のイ

メージ」と書かれており、途中で歌舞伎舞踊「汐汲」を織

り交ぜながら独特の世界を群舞で披露した。三味線音

楽を伴奏に踊ることの多い邦舞からすれば、時として変

フィナーレに用意された書のパフォーマンスも見事で、

まさに息つく暇もない豪華な3時間であった。しかし欲を

言えば、こうした稀有の舞台は今回限り、つまり再演を

望むことが難しい。もちろん、限定された舞台だからこ

そ価値も高まるに違いないが、新たな価値を生み出す

ためにも、せっかくの試みを一度で終わらせないことが

大切ではないかと思う。

『見世物大博覧会』
9月8日（木）－11月29日（火）

国立民族学博物館（大阪府吹田市）岩渕貞太 新作公演『missing link』
9月17日（土）－19日（月・祝）

アトリエ劇研（左京区）

公益財団法人京都市芸術文化協会創立35周年記念事業
「京の文化絵巻Ⅰ ～花鳥風月～」
9月11日（日）

ロームシアター京都（左京区）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。
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図書室休室日：11月30日（水）

来たが幸
さいは

ひ、
来合わせたものが幸

さいは

ひ！
反乱

競演にみる新たな可能性

美術

ダンス

伝統

吉田大輔

高橋良明

北見真智子

芸人の映像で、この人、生きた金魚を飲んでしまう。や

がて吐き出すと金魚は無事（？）生きている。それはまだ

わかるとして（いやわからないが）、再度金魚を飲み込む。

「今度は釣る」と言って、金魚に続けて糸をつけた釣り

針も飲んでしまう。無事（？？）金魚は胃から釣られて安田

里美の口から出て来る。どういう仕組みなのか、まった

くビックリ人間がいたものである。

「見世物」は人間の身体を駆使するものばかりではな

い。珍しい芸に加えて、珍しい「もの」も、なんでもかん

でも見せてしまう。

たとえば、一式飾と呼ばれる細工物がある。これは、

皿なら皿というように同種・同類のものを用いて、なんら

かの形象をかたどる細工物である。オヤと思ったのは、

徳川期の記録に残る「ほうぼう大師」（弘法大師を魚のホウ

ボウやアワビの干物で作るというパロディ）を再現したものだっ

た。伊藤若冲（1716-1800）に釈迦の入滅をすべて野菜に

見立てて描いた「野菜涅槃図」という有名な絵があるが
（釈迦は大根）、それと同種の想像力の働きを感じさせるも

ので、なるほど若冲のあの絵はこうした同時代的な遊び

の感覚の中から現れたものなのかもしれないと思わさ

れた。生人形、からくり人形、動物剥製、籠細工からエ

レキテル、鮭と猿の頭を組み合わせてつくられた人魚の

ミイラ（カツオブシに似ている、西欧世界にも輸出されたそうだ）

まで、実に雑多なものが見世物として人 を々驚かせ、ま

た楽しませたことも教えられる愉快な展覧会だった。
（1）小出楢重「足の裏」『小出楢重随筆集』岩波文庫、1999、p.68

れずに。

岩渕の身体に宿っているのは、きっと、リズムではなく

メロディだ。歓びに反応する身体を演じているとき、また

は、重力に裏切られる時、その肉は歌っている。全体とし

ては均整の取れた身体だが、それは理想的であるがゆ

えに、完成されているがゆえに、抱える綻びを露光する。

それは作品の終盤に起こった。劇場に獣が登場する、

というよりは、ダンサーが徐々に猫のような獣になる。そ

の主体は、肺をはじめとする内蔵だ。戒めへの抵抗が

吠えとなる。すべての不当に対して、ひんやりとした、悲

哀に満ちた、とりかえしの付かない、そんな鳴き声。革

命の成ったを告げる頌歌。その場にいた支配者たちが

全て慄然としたのは、我らの下にあるものの反乱を予感

させたからだけではない。肉が持つ幼児性が牙を剥くと

き、はっきりと認識させられる。自然は我 の々事などはど

うでもいいのだ。というか、本来はそうなのだろう。我々

がわがままを言って存在させてもらっているだけだ。

意識は肉体と妥協しなくてはならない。だから緩衝

として弛緩がある。リラックスは人間がとらざるを得な

かった悲しい所作なのか。獣に弛緩は一切許されない

が、彼らはまだ自由である。肉体から見れば傲慢だろ

うが、それは長い旅だ。灰となって散るまで続く、長く

苦い旅。終演した岩渕の身体は、普通に、上手に歩い

ていてくれた。解放はいつか。
（9月18日鑑賞）

たかはし よしあき／インタビュアー●「京都の演劇人にインタビュー 頭
を下げれば大丈夫」。ついにバランスチェアを購入。座っているだけで気
持ちいいです！ http://www.intvw.net/

よしだ だいすけ／京都造形芸術大学非常勤講師ほか●筆者の研究対
象としている幸田露伴が、明治のレオナルド・ダ・ヴィンチと言われた発
明家・伊藤為吉に「移動家屋の設計」を依頼した、と明治44年3月2日の
日記で書いている。気になって仕方ない。「移動家屋」とは何なのか（テン
ト？）。露伴先生、なぜそんなものが欲しかったのでしょうか。

きたみ まちこ／大阪音楽大学非常勤講師ほか●先日とある店のかぶせ
抹茶の大福を頂いた。口に含んだ瞬間、今までにない抹茶の香味に驚い
た。どうやら大福の中に入っている生クリームが抹茶の引き立て役になっ
ているような…？！ こんなところでも和洋コラボの面白さを発見。

「絵看板 人間ポンプ 志村静峯作」昭和30年代 個人蔵

撮影：テス大阪
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尺八といえば、その素材は竹です。今でこそプラスチックや人工樹脂

を用いるものもありますが、竹から作られた管体は、その風を感じ

させる音色のイメージと結びついています。自然の素材から作られた一

本一本の違いもまた、楽器の個性としての魅力のひとつとなっています。

使われる種類は異なりますが、茶道具もまた、竹とは深い結びつきが

あるといえます。茶道具の中でも重要視され、その人の好みや人柄があ

らわれる茶杓や、抹茶を点てるための独特の道具である茶筅は、その多

くが竹で作られています。他にも竹は柄杓や蓋置、花入れなどにも使わ

れています。

今回の明倫茶会は、琴古流の尺八演奏家である岡田道明氏を席主に

迎え、尺八と茶道具に共通する素材、「竹」にこだわった茶会を開催しま

す。岡田氏は積極的なリサイタル活動や海外公演を行うほか、京都創生

近年、既成のジャンルに収まらない芸術作
品が登場してきています。しかし、そうし

た分野を越えた作品を制作・発表する施設、人
材、また体制の方に目を向けてみると、従来通
り細分化されたままであるという感は否めませ
ん。多領域にわたる文化・芸術の意義や必要
性を理解し、またその創作環境を整えていくた
めには、各文化施設、アートマネージャー、コー
ディネーターが幅広い基礎知識と好奇心を身に
つけ、ネットワークを形成して互いに協力できる
土壌を育むことが必要なのではないでしょうか。

アートマネージメント研修プログラムの初回
となる今回は、古典芸能を国内外の社会につ
なげ、多様な切り口で作品を企画・運営するた
めの人材を育成することを目的としています。
全国の文化・芸術施設の関係者あるいはそれ
をめざす方々を対象に参加者を募集します。
講師には、能楽、茶道、いけばななどにおい
て第一線で活躍する方 を々お招きし、それぞれ
の芸能・芸術の持つ意味や可能性を考えるた
めのレクチャーや体験の機会を設けます。それ
に加えて、継承からその発信方法、創作の可
能性まで、演者、制作者、鑑賞者それぞれの
立場から複眼的に考えるためのディスカッショ
ンの機会を設けます。普段疑問に思っているこ
とや、古典芸能に関する意見を率直に交換で
きる場となることを目指しています。

2 016年度は伝統芸能を継承する中で、ジャ
ンルを柔軟に横断しながらそれぞれの芸

能の姿を模索する担い手に着目します。真摯
に芸能に向かう姿勢は、伝統とは何かを我々
に改めて問いかけます。

その第一弾となるのは「浪曲×ブルース」。説
教節やでろれん祭文などをルーツに明治初期
に誕生した浪曲は、浪曲師の語りと、それに呼
応する三味線演奏が生み出す独特のグルーブ
感が魅力です。曲目自体も笑いや涙、恋愛と
いった喜怒哀楽を唄い上げる節や啖呵とあい
まって人気を博しました。かたやブルースは、
厳しい労働を強いられた米国南部のアフリカ
系アメリカ人の間で生まれた音楽。ギターに合
わせて自らの境遇を弾き語るもので、英語の歌
詞の意味を知らないまでも、哀調を帯びた調
べや歌声に心が掴まれます。異なる文化的背
景を持つ国に生まれながら、共に、声と弦楽器
というシンプルな構成で、誰しも感じる哀歓を
紡ぎ出す浪曲とブルース。今回は、声節に優
れ、強い表現力で現在の浪曲界を牽引する浪
曲師の一人である京山幸枝若、憂歌団のリー

ドヴォーカルであり、「天使のダミ声」と称され
るなにわのブルース界きっての歌い手、木村
充揮を迎え、それぞれの実演をお届けします。

若手の育成に取り組みながら現代的な浪曲
のあり方を日 模々索する京山と、自分の身体から
出てくる音、リズム、言葉に耳を傾け、ブルース、
演歌、歌謡曲等 縦々横に歌う木村。二人の圧倒
的な音、声、言葉の世界をどうかお楽しみに。

座など異なる分野とのコラボレーションや、皐月の会などでの現代邦楽

曲の演奏でも活躍されています。

今回は尺八三人の会「風童」のメンバーである米村鈴笙、石川利光両

氏の協力を得て、リラックスした雰囲気の大広間に、耳と目で味わう空間

を演出します。演奏とお話を聞き、ひとつひとつ違った個性を持つ茶道

具や尺八を眺める。ほっと一息をついて、今まで見過ごしていた風合い

や魅力を再発見する機会となりそうです。

TO P I C  02

「遠音にさそわれ竹づくし」

アートマネージメント研修プログラム2016
～古典芸能編～

「浪曲×ブルース」

芸術、学術、産業など、各分野で活躍する方が席主となってお客様との一期一会を
演出する明倫茶会。席主それぞれが趣向を凝らしてお客様をお迎えするこの茶会
は、現代の文化芸術を再発見する機会となっています。
今回は、琴古流尺八演奏家の岡田道明氏を席主にお迎えして、尺八と茶道具に共通
する素材に着目した茶会を開催します。

TO P I C  03 TO P I C  04

明倫茶会

継ぐこと・伝えること57

現在では、尺八は素材による音の違いはないという説が有力です（！）が、竹の尺八は手作業で
作られるため、微妙な楽器ごとの違いが奏者の技術や個性とあいまって、音色を作り出すそう
です。この機会にじっくり観察してみようと思います。 谷竜一（アートコーディネーター）

席主からひとこと
茶道具には竹で作られたものがあり、尺八も竹。少 ベ々タではありますが、
竹づくしのひとときをと考えました。尺八の音色に包まれて、あたかも竹林
の野点の席にいるような雰囲気を味わっていただければ幸いです。尺八
のお話も少しいたします。ぜひお運びください。

実は誕生した時期にもそこまで差がない浪曲とブルース。人の
営みに寄り添う世界観だけでなくまだまだ思わぬ共通項がある
かも…！？今回も実演だけでなくトークを企画しており、異なる個
性のお二人からお話が伺えるのも醍醐味の一つ。是非会場に足
をお運び下さい。 芝田江梨（アートコーディネーター）

古典芸能はまったくの初心者という方も、これまでにも深くかかわってきたという方も、今回の研修では等しく参加対象としています。あ
えて、能楽、茶道、いけばな、という最も敷居が高いと思われる分野をプログラムに取り入れました。ノウハウを学ぶのではなく、ざっく
ばらんに話し合ってみることから現在における古典芸能の位置について考えてみたいと思います。 古川真宏（アートコーディネーター）

「遠音にさそわれ竹づくし」
日時： 12月11日（日）13:30／15:30　会場：大広間
席主：岡田道明（琴古流尺八奏者）　内容：抹茶とお菓子
定員：各席40名（先着順／要事前申込）　料金：1,000円
※イベント情報（P2）もご覧ください

対象：全国の美術館、博物館、ギャラリー、劇
場等文化施設に勤務する担当職員、制
作者、研究者あるいは志望者

期間：2016年11月30日（水）～12月3日（土）

定員：20名
※参加無料
※全課程参加できることが望ましいが、全日参加でな

くても可
※詳細はウェブサイト及び募集要項で発表します

実施スケジュール

11月30日（水）

能楽体験／講座（講師：宇高竜成）

ディスカッション（テーマ案：なぜ古典芸能は敷

居が高いのか）

12月1日（木）

文化・芸術施設の評価、地域性に富んだプ
ログラムについて講座（講師：衛紀生）

ディスカッション（テーマ案：施設とアーティスト

の関係）

オプション：AGKサロン参加

12月2日（金）

茶道体験
ディスカッション（テーマ案：会としての茶会）

オプション：市民狂言会鑑賞

12月3日（土）

いけばな体験／講座（講師：中野天心）

ディスカッション
オプション：継ぐこと・伝えること57

「浪曲×ブルース」鑑賞

「継ぐこと・伝えること」では、これまで、実演や解説を通し
て伝統芸能を紹介しながら、伝統芸能の「現

い

在
ま

」に着目し、
芸能を継承する意義について観客、出演者がともに考え
る機会を創出してきました。併せて番外編と題し、伝統芸
能と現代の舞台芸術とをコラボレーションさせて創作す
るなど、新たな伝統芸能の可能性に取り組んでいます。

京山幸枝若

木村充揮

KAC Performing Arts Program 2016 / 
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継ぐこと・伝えること57～浪曲×ブルース～
日時： 12月3日（土）開場14:30 開演15:00　
会場： 講堂
出演： 京山幸枝若、木村充揮
料金： 前売1,800円／当日2,000円
 高校生以下500円（前売・当日共）
※イベント情報（P2）もご覧ください

4

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／

阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。
○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・

談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
　  http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　  twitter：@Kyoto_artcenter


